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北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課
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令和７年10月発行

★お住まいの近くで活動している団体を
知りたい！

★北海道子ども読書応援団について
もっと知りたい！

右の二次元コードから、
当課ホームページを
御覧ください。

１

全道161※の願い
※「北海道子ども読書応援団」の令和７年９月末時点の登録団体（個人）数

「北海道子ども読書応援団」は、北海道のすべての子どもがあらゆる機会と場所において、
自主的に読書活動を行うことができるよう、社会全体でその推進を図ることを目的とし、道内
で活動する団体（個人）に登録をいただいています。

令和７年９月末現在の登録数は、100の市町
村に所在する161の団体・個人です。小中学校
や公立図書館（室）を中心に、「子どもたちに
本の楽しさを伝えたい」「絵本で豊かな心と言
葉を」との思いを持って、日々活動しています。
全道各地での活動にぜひご注目ください！

～北海道子ども読書応援団～

⚫ 道教委の広報誌やホームページで、活動の様子
を、多くの方に知っていただくことができます。

⚫ 活動エリアをひろげるチャンス！出会いが増え
ます。

北海道内で子どもの読書活動推進に取り組む方で、
「北海道子ども読書応援団」への登録を希望される方は、
各管内教育局（社会教育指導班）に御相談ください。

応援団に
登録すると･･･

北海道「朝読・家読運動」
イメージキャラクターの

「ぶっくん」です！

本から心の栄養をたっぷり吸収し、
めがねがハート型になっています。
地域や学校で読書イベントを開催

する際には、ぜひお声がけください。

（着ぐるみのみ貸出可。演者は派遣しませんので
御了承ください。）



北海道子ども読書応援団

絵本読み聞かせサークル

どんぐりの会

● 所在市町村

岩見沢市

● 会員数

10人

● ホームページ（SNS）等

なし

空知管内

登録No.81

団体情報１

● 代表者名

厚谷 良江

● 設立年

平成９年（1997年）

● 受賞歴

平成19年度

岩見沢市青少年健全育成

功労者団体の部

絵本読み聞かせサークル「どんぐりの会」は、平成９年に岩見沢市立日

の出小学校に通う子どもや卒業生の保護者７名が集まり、「子どもたちに

本の楽しさを伝えたい」という思いから誕生しました。以来、毎週１回の

読み聞かせ活動を大切に続けています。

これまでに、大型紙芝居やオリジナル絵本を制作し、学校の図書集会で

披露するほか、地域のお祭りや全道高等学校図書研究大会の分科会で発表

するなど、学校の枠を超えて活動の輪を広げてきました。

現メンバーは、子どもたちとの温かなやりとりを通じて、読書への関心

を育み、「本っておもしろい！」と感じられる居場所づくりを目指し、子

どもたちに「また来たいな」と思える時間を届けられるよう、心を込めて

活動を続けています。

本や子どもが好きな地域の方の会への参加も随時、募集しています。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 ○

最終更新日：令和７年（2025年）９月９日

団体や活動の紹介など

初掲載
２



北海道子ども読書応援団

風の子文庫

●所在市町村

江別市

●会員数

６人

● 代表者

真島 紀恵子

●文庫情報

毎週金曜日14:00～17:00

江別市大麻栄町28－1

（tel:：011-386-2983）

石狩管内

登録No.18

団体情報１

● 設立年

昭和51年（1976年）

※2026年に風の子文庫

50周年イベント実施予定

● 受賞歴

平成18年度（2006年度）

優良読書グループ北海道

表彰本賞

設立当時は、周辺に図書館がなく、子どもの遊び場や居場所も少なかっ

たため、代表の自宅の２階を文庫として解放したのが風の子文庫の始まり

です。

子どもや保護者が集い、読み聞かせだけでなく、工作をしたり、絵を描

いたり、季節に合わせた行事を行ったりするなど、半世紀にわたり、アッ

トホームな活動を展開しています。

風の子文庫は、子どものサードプレイスとしての機能や、文庫を訪れた

保護者同士が子育ての悩みなどを共有する語らいの場としての機能も果た

し、本を媒介とした「人とのつながり」により、訪れた方々の心を豊かに

しています。

現在、運営を主に担う片桐さんは、親子のコミュニケーションツールと

して本は素晴らしいものであり、これからも、子どもに本の楽しさを伝え

ていきたいと話しています。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇 〇 〇

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 ○ ○ ○保護者

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 〇 〇

最終更新日：令和７年（2025年）８月25日

団体や活動の紹介など

更新
３



北海道子ども読書応援団

読み聞かせグループ アリス

● 所在市町村

函館市

● 会員数

14人

● ホームページ（SNS）等

なし

渡島管内

登録No.79

団体情報１

● 代表者名

安井 依里

● 設立年

平成３年（1991年）

● 受賞歴

平成29年度（2017年度）北海道

社会貢献賞

令和２年度（2020年度）ボラン

ティア功労者厚生労働大臣表彰

令和４年度（2022年度）優良

読書グループ北海道表彰本賞

アリスの活動は、函館市上湯川団地集会所で故畑中栄子氏が読み聞かせ

を行ったところから始まりました。「子どもたちにいい絵本を！絵本は楽

しむもの、絵本は読んでもらうもの、絵本で豊かな心と言葉を 大人も楽

しんで！」をコンセプトに、平成３年から活動を続けています。

現在、函館市中央図書館で月２回、読み聞かせ「おはなし会」を行うほ

か、函館市内の小学校や放課後児童クラブで読み聞かせを行っています。

読み聞かせの際には、子ども達との対話を大切にしています。その場の子

どもの雰囲気や反応を見ながら、読む絵本を臨機応変に選ぶようにしてお

り、いつもたくさんの絵本を携えて、子どもたちを迎えています。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 ○ ○ ○

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇

最終更新日：令和７年（2025年）９月２日

団体や活動の紹介など

初掲載
４



北海道子ども読書応援団

お話ポケット

● 所在市町村

厚沢部町

● 会員数

５人

● ホームページ（SNS）等

なし

檜山管内

登録No.27

団体情報１

● 代表者名

福島 美香

● 設立年

平成14年（2002年）

● 受賞歴

平成20年度（2008年度）

優良読書グループ北海道

表彰本賞

「お話ポケット」は、町内小学校保護者の有志が読み聞かせ会を開催し

たことをきっかけに、平成14年に発足し、現在は5名の会員で活動してい

ます。

会員は認定こども園を中心に読み聞かせ会を行っているほか、町教育委

員会や保健福祉課と連携し「図書館まつり」や乳幼児を対象とした「ブッ

クスタート」にも協力しています。

「図書館まつり」には未就学児から小学生まで幅広い年齢層が参加する

ので、会員は参加者の様子を見ながら読み聞かせに歌やジェスチャーを交

え、年齢に関わらず楽しめるような工夫を凝らしています。 令和7年度は

お盆の時期に合わせて「怖い絵本」をテーマに読み聞かせを行いました。

話題の本を取り上げたり、季節と関連付けたイベントを開催することで子

ども達が読書に興味をもてるような活動を今後も継続していきます。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇 〇

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 〇 〇 〇

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 □ 〇 □ □ □

最終更新日：令和７年（2025年）９月12日

団体や活動の紹介など

更新
５



北海道子ども読書応援団

三省堂書店を応援し隊

● 所在市町村

留萌市

● 会員数

５人

● ホームページ（SNS）等

なし

留萌管内

登録No.160

団体情報１

● 代表者

武良 千春

● 団体設立の経緯

平成22年（2010 年）に、

留萌市内唯一の書店が閉店

したことを契機に、市民が

「三省堂書店を留萌に呼び

隊」を発足し、翌年に三省

堂書店誘致に成功。以降、

「三省堂書店を応援し隊」

として活動中。

本団体は、「留萌ブックセンター by 三省堂書店」を拠点に、地域の

方々に広く本に親しんでもらうため「こどもによるこどものためのおはな

しかい」、「大人のためのお話し会」をそれぞれ月１回程度実施していま

す。

「こどものおはなしかい」では、子どもたちが自分で選んだ絵本を読み

聞かせる時間など、買い物等で訪れた幅広い年代の方が足を止め温かく耳

を傾けてくれたり、地域の方が本に触れる機会を創出したりしています。

令和７年度、市立留萌図書館が「子供の読書活動優秀実践校・園・団体

（個人）文部科学大臣表彰」を受賞しており、本団体や三省堂書店と連携

した取組も評価に含まれています。今後も、休止していた市立病院での読

み聞かせの再開、留萌高校ボランティア部の「おはなしかい」への参加な

ど新たな活動にも取り組みつつ、地域の読書活動を推進していきます。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

大型かる
た遊び

可能：〇 〇 ○

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 〇 ○ ○

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 〇

最終更新日：令和７年（2025年）９月12日

団体や活動の紹介など

更新

「こどもによるこどものため
のおはなしかい」の様子

「大人のためのお話し会」
の様子

６



北海道子ども読書応援団

読み聞かせボランティア

団体名:りんごっこ
● 所在市町村

湧別町

● 会員数

３人

● ホームページ（SNS）等

なし

※窓口：

湧別町中湧別図書館

【lib-n@town.yubetsu.lg.jp】

オホーツク管内

登録No.110

団体情報１

● 活動期間

昭和63年～現在

● 活動モットー

『ふれあいを大切に』

● 団体からのメッセージ

たくさんの子どもにお話の

楽しさを届けたいと思いま

す。気軽に来てください！

「読み聞かせサークルりんごっこ」は、オホーツク海とサロマ湖を望む

チューリップのまち、湧別町で活動しています。

毎月第１、第３土曜日の午後に中湧別図書館で活動していますが、これ

まで地域の幼稚園や小学校でも読み聞かせを多数行ってきました。

読み聞かせを通して子どもたちと関わると元気をもらえるだけでなく、

子どもの柔軟な発想から学びになるともたくさんあり、サークル会員も楽

しみながら日々活動しています。

また、湧別高校ボランティア部の生徒さんとも25年以上一緒に活動して

おり、多様な人が読み聞かせを介して交流できる場を、共につくっていま

す。これからもステキなお話をたくさんお届けしていきます！

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇 ○ ○ ○

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 ○ ○ ○

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 〇 〇

最終更新日：令和７年（2025年）９月９日

団体や活動の紹介など

初掲載

読み聞かせボランティア

読み聞かせサークルりんごっこ

７



北海道子ども読書応援団

おはなしと音楽 ～結～

● 所在市町村

標茶町

● 代表者名

新田 由貴代

● SNS（Instagram）

釧路管内

登録No.162

団体情報１

● 図書館ボランティア

「図書館応援隊」募集

連絡先：標茶町図書館

電 話：015-485-2300

ＦＡＸ：015-485-2609

標茶町内の小・中学校で、読み聞かせや朗読のボランティアを行う中で、

もっと多くの人に朗読の魅力を広げたいと思い、2023年10月、音楽教室

の先生と２人で『おはなしと音楽～結～』を結成しました。

情景をより豊かに想像できる空間づくりを大切に、物語に合わせた効果

音やオリジナル曲を組み込んだ「おはなし会」を図書館で催しています。

「耳で楽しむ」をモットーにしながらも、手作りの切り絵を展示するなど

して、多くの人に楽しんでもらえるよう、毎回工夫しています。

『結』の名前に込めた思い、朗読や読書活動をとおして、人と人がつな

がり、あたたかい地域づくりに貢献していきたいと思います。

団体情報２

３．支援できる
活動内容

読み
聞かせ

ブック
トーク

アニマ
シオン

ビブリオ
バトル

大型絵本
づくり

布絵本
づくり

エプロン
シアター

その他

可能：〇 〇 〇

１．支援対象 乳幼児 小学生 中学生 高校生 その他

可能：〇 〇 〇 〇 〇 〇

支援対象と
活動内容等

２．支援できる活動範囲
所在の
市町村内

近隣
市町村

管内全域 道内全域 備 考

現地可能：〇 オンライン可能：□ 〇 〇

最終更新日：令和７年（2025年）６月23日

団体や活動の紹介など

初掲載

ゆい

８


